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新し い バ ロ ッ ク の 思想
フ ラン コ フ ォ ン と新大陸の結節点として の
エ ドゥ ア ー ル ｡ グリ ッサ ン の バ ロ ッ ク論
尾崎 文太
近年 ､ 文学 ､ 音楽などの ジ ャ ンル を中心に
フ ラ ン ス 語圏カリ ブ海地域の 文化が活発に
紹介 され るよう になっ て きて い る o そ れ に
ともな い ､ こ の 地域の 特性を示すい く つ か
の キ ー ワ ー ドが額繁に使用 され て い る o そ
の 代表格として は ｢植民地生まれ の存在+を
表す ｢ク レオ ー ル+ とい う語をあげ る こ とが
で きよう｡ しか しなが らわれわ れ は､ 本論文
にお い て , フ ラ ンス言吾圏にお い て は こ の ｢ク
レオ ー ル+ ほどメジ ャ - な概念で は ない に
せ よ ､ こ の 地域の 文化を論 じる場合 に しば
しば使用される ｢バ ロ ッ ク+ とい う語につ い
て考察 して ゆきたい と思う｡
こ こで 以下 に , 二件 の カリブ海地域の 作
家の 作 品に対する書評 か らの 抜粋を引用す
る ｡
シャ ルテ イ エ [ラフ ア エ ル ･ コ ンフ ィ
アンの 小説 『ため息の 小径』 の 中の 登
場人物]は ､ ラブレ - を想起 させ る よ
･うな肩書き､ すなわちグロ テスク とい
う肩書きを手に した ｡ そ れは ､ ア メリ
カ の バ ロ ッ ク の 島国バ ー ジ ョ ンで あ
り ､ 島国の 現実の常規 を逸 した在り方
を示 して い た｡
飾 り立て られ たバ ロ ッ ク的 な言語 に
よ っ て , 『美しきク レオ ー ル娘』は不吉
なト - ンの 中にロ マ ン主義的な主人公
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の 運命 を描 き出す ｡
以上 の 引用は ､ それぞれ , マ ルチ ニ ー ク出身
の 作家 ラフ ア エ ル ･ コ ンフ ィ アンの 小説 『た
め息の 小径』 と ､ グアドル ー プ出身の作家マ
リ - ズ ･ コ ンデの 小説 『美 しき ク レオ ー ル
娘』 へ の書評か らの もの である ｡ そ して , こ
れ ら の 作品を評する際に共通 して ｢バ ロ ッ
ク+ とい う語が使用されて い る ｡ 実際､ 西洋
美術史 ･ 文学史にお ける専門用語で ある｢バ
ロ ッ ク+ とい う語と ､ フ ランス語圏カリブ海
地域 とい う特殊な地域性 との 間に は ､ い か
なる 関連性があるの で あろうか ｡
1､ バ ロ ックとフランコフォン文学
議論の取り掛かりとして ､ ｢バ ロ ッ ク+ と
い う語の 最 も 一 般的な語義を辞書で調 べ て
み る o 『プチ ･ ロ ベ ー ル』 によ ると ｢1 ､ (バ
ロ ッ クの 真珠) 不規則な形状 を持 っ た ,
2 , (広義に) 奇妙で予期せ ぬ 不規則性 を
持 っ た ､ … 3 ､ (建築)16､ 17, 18世紀に ､
まずイタリ アで ､ つ い で複数 の カトリ ッ ク
の 国 にお いて 発達した様式｡ 形状の 自由や
装飾の 過剰に特徴付けられ る｡ (美術) 古
典主義に対置 され る様式で ､ 感受性や空想
力を発揮する … [ 即]｡+と定義されて い るoす
なわちバ ロ ッ クの 特徴である ｢不規則性+や
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｢奇妙さ+ は , 規範的で均整の とれた 実の 対
立概念で ある ｡ そ の対立の 図式は美術史上 で
は ､ バ ロ ッ クに対する古典主義 とい う図式に
集約され る｡ バ ロ ッ クの 実は , 厳格さや端正
さを旨とする古典主義的な美か ら逸脱 した と
こ ろで ､ 自由な形状や過剰な装飾 , 感受性や
空想力 とい うもの に価値を見 い 出して い た｡
とこ ろで ､ こ の 古典主義的な規範か らの 逸
脱を肯定的価値 と捉え るバ ロ ッ ク の価値観が
フ ラ ンコ フ ォ ン文学と繋が る動き がある ｡ す
な わち ､ フ ラ ンス 語表現 の 文学で ありなが
ら , 正統な フ ラ ンス文学に対 して 周辺的な位
置に甘ん じざるを得ない フ ランコ フォ ン文学
が ､ そ の 立場を肯定的に定義するた め に ､ バ
ロ ッ クの概念を援用する の だ｡ フ ラ ンコ フ ォ
ンの 文学は ､ 積極的にフ ランス の 文学 , すな
わち正統な フ ランス 文学との 差異 を 引き受
け､ それ を逆転的に強調する こ とで ､ 自らの
価値 の 自立性を主菜する . 正統な フ ラ ンス 文
学の調和的な規範を軽やか に逸脱する こ とに
よ っ て , フラン コ フ ォ ン の文学は ､ ある とき
は極彩色 の装飾的文体を ま とい ､ ある ときは
マ ングロ ー ブの根の 如く複雑に入 り組んだ文
章構造をまと い ながら､そ の独自 の主体的な
価値 を獲得する ｡
それは ､ フ ラ ンス の 国外 に根付い たフ ラ ン
ス 語表現 の ｢新 しい バ ロ ッ ク+ で ある ｡ バ
ロ ッ クの 自立的な価値 を認め る こ とは ､ 周辺
的な文学である フランコ フ ォ ン文学の主体性
を回復す るの に貢献す る｡ 19 98年5月4日か
ら7日 にか けてセ ネガルの ダカ ー ルで 開催 さ
れた フ ラ ン コ フ ォ ン文学 の コ ロ ツ クで は ､
｢バ ロ ッ ク+ の 問題 がそ の 大きなテ ー マ とし
て取り上げられて い る ｡後 に こ の コ ロ ツ ク で
行われた講演は ､ 『フ ラン コ フ ォ ンの 新しい
エ ク リチ ュ ー ル/新しい バ ロ ッ クに 向か っ
て ?』とい うタイ トル の論文集 としてモ ント
リオ ー ル大学出版か ら出版され る こ とに な
る . こ の コ ロ ツ ク.の発表者の
一 人で あるリ
エ ー ジ ュ 大学 のク ロ ー デ ッ ト ･サル レは1976
年か ら80年にかけて の ベ ルギ ー 文学 ､ 及び
1980年か ら90年にか けて の ア フリカ文学に
おけるバ ロ ッ ク性 を論 じながら ､ ｢バ ロ ッ ク
の概念の 有用性は､ 周辺的な文学で ある フ ラ
ン コ フ ォ ニ ー 文学 を ､ 世界 の文学 の 一 般性
の舞台 に入 れ るた めの 推進的な役割 を担 っ
て い る点 にあるの か もしれな い [注2】+ と指揺
する ｡
しか しな が ら､ 単 に古典主義的な規範性
か ら の逸脱と い うだけで ｢バ ロ ッ ク+ という
形容 を冠する の は 早急 で あろう ｡ これら の
フ ラン コ フ ォ ン文学 にお い て ､ 具体的に ど
の ような点がバ ロ ッ ク 的で ある と主張され
て い る の で あろうか ?ク ロ ー デ ッ ト ･ サル
レは ､ 1 9世紀末に先駆的に古典主義 に対立
する自立的な美術様式 として バ ロ ッ ク を定
義 した ドイ ツ の 美術史家 ハイ ンリ ヒ ･ ヴ エ
ル フ リ ンや ､ 戦後 フ ランス の バ ロ ッ ク文学
の 研究者ジ ャ ン ･ ル ー セ によ る バ ロ ッ ク の
定義 を引用 して い る ｡ ヴ エ ル フ リ ン によれ
ば古典 とバ ロ ッ ク の 対比は以下 の 5 点に集
約 さ れ る ｡ す な わ ち ｢1 ､ 古 典 は 線 的
[lin e'r aire]か つ彫塑的Eplqstiqu e]で あり ､ 形
象はそ の輪郭の 中 に留まる ｡ バ ロ ッ ク は絵
画的 bictu ral]で あり , そ のイ メ ー ジは動的
で ある 2 ､ 古典 の ヴィ ジ ョ ンは表面にお
いて [e n s u rjTa c e]光景を投影する . バ ロ ッ ク
の ヴィ ジ ョ ンは深奥で [e 乃PrOjTo ndeu r]空間
を貫 く 3 ､ 古典 の組成は 閉 じられ て い る
● ● ●
[clo s e]. バ.ロ ッ クの 組成 は 開かれて い る
[o u v erte] 4 ､ 古典は分析から生 じる ｡ バ
ロ ッ クは綜合か ら 出発 し､ 唯 一 重要なの は
全体的な効果で ある 5 ､ 古典は絶対的な
■ ● ●
明噺性 [abs olu e cla rte
'
] を要求する ｡ バ ロ ッ
クは相対的な瞭昧 さ[obs c u rite
'
r elativ e] を保
持する[ 注3〕+ の だ｡ また , ル - セ は , ｢バ ロ ッ
ク的作品を検証す る際の規準+ と して ｢1 ､
不安定 (L
'
in stabilite') /後に再びそれが回復
され る まで ､ 今まさ に解体されよ うと して
い る均衡の 不安定｡ 膨張 したりある い は砕
け散る表面の 不安定｡ 次第に消え て ゆく形
の ､ 曲線や渦線 の 不安定 2 ､ 動性 (La
m obilite
'
)/観客自らそ の 位置 を移動させて ､
作品に対する視点(多元的ヴィ ジ ョ ン)をふ
やす よう に要求す る 動く 作品 の 動性 3 ,
変身(La m e
'
ta m o rphos e) /よ り正確には, ま
さ に変身を遂 げよ うと して い る多様な形を
具えた 一 つ の 全体 の か も しだす動的な統 一
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性 4 ､ 装飾の優位(Lado7ninatio ndu de
'
c o r)
/ すなわ ち機能が 装飾 に支配さ れ る こ と｡
捉え ど ころ の な い 外観 を した網 目 ､ 幻覚 の
戯れが構造に と っ て替 る こ と 胎 4]+ の 4点を
あげて い る｡ そ して ､ これ ら の 美術史家 ､ 文
学研究者の バ ロ ッ クに つ いて の 定義は ､ サ
ル レによれば ､ 彼女が ｢新 しい フ ランコ フ ォ
ン文学+ と定義する作品の 特徴 に合致する｡
すなわ ちアンリ ･ ロ ペス ､ テ ィ エル ノ ･ モ ネ
ナ ンボ､ カリス ト ･ べヤラ , ア マ ドゥ ･ クル
マ らア フ リカ の 作家の 作品に共通す る ｢語
りの 構造 の梓裂､ 記述 の時間の複数性 ､ 年代
の混乱 , 物語の 増殖 [注5〕+ とい っ た特徴は ,
ヴ エ ル フ リンや ル ー セ の 定義する バ ロ ッ ク
的な規準にあて は まるの だ｡
実際､ フ ラ ンコ フ ォ ン文学を論じる際､ こ
の よ う にヴ エ ル フ リ ンや ル ー セ ､ あるい は
エ ウへ - ニ オ ･ ド - ル ス , ヴ ィ ク ト - ル ･
リ ュ シア ン ･ タピ エ とい っ たバ ロ ッ ク研究
者によ るバ ロ ッ ク論が 引き合 い に出される
ことは少なくない ｡ あるい は ､ これ らの 文学
を , バ ロ ッ ク文学の 古典 と して の ラブ レ -
の 作品や , ミハ エ ル ･ )ヾ フテ ンの ラブレ - 請
ある い はそ の カ ー ニ バ ル論 と比較 して論ず
る試み は ､ 多くの フ ラ ンコ フ ォ ン文学批評
で見る こ とが で きる とい えよう [往 6].
い ずれにせ よ ､ バ ロ ッ クは古典主義的な
秩序 と規範か ら の逸脱で あり ､ しか しなが
らそ れ は単 にある規範か らの 逸脱 を表 して
いるの で はなく ､ そ の規範とは別種の (そ し
てそ れ に対立する) 自立的価値として の 存
在の在 り方で あっ た｡ また､ こ の コ ンテ クス
トに乗 っ て , 冒頭に引用した書評の ように､
フ ラン コ フ ォ ン文学を紹介す る際 , 安易 に
｢バ ロ ッ ク+ とい う形容を用い る常套句的な
例も しば しば目にする ｡ しか しなが ら､ サル
レよ うな フ ラ ンコ フ ォ ン文学研究者 によ る
綿密な検証によっ て ､ フ ラン コ フ ォ ンの 文
学とバ ロ ッ ク的世界観 とを避返 させ る試み
がなされる こ とは､ 意義の ある こ とで あろ
う｡
とこ ろで , ヨ ー ロ ッ パ にお い ても ､ 古典主
義か らの逸脱 とい う コ ンテクス トはバ ロ ッ
ク研究 の み に見られる特殊なコ ンテクス ト
で はな い ｡ た とえばロ ラン ･ バル トは 『零度
の エ クリチ ュ ー ル』 の 中で ､ エ ク リチ ュ ー ル
の 歴史 にお ける古典主義か らの 逸脱を論 じ
て い る｡ 彼 によれば ､ ｢古典主義芸術は透明
体 , 沈殿物の残 らない 流れで あり､ 厚み も責
任 もない ､ 普遍的精神 と装飾的記号との 理
想的な集合だ っ た し , そ こ にお ける言語の
囲い は社会的で あ っ て , 自然なそ れ では な
か っ た ｡ ご承知の よう に, こ の 透明体は十八
世紀末頃 に濁 るに い た っ て ､ 文学形式は 節
度や娩 曲語法か ら第二 の 力を発展 させ ､ 読
者を弦惑 し ､ 途方に暮れさせ ､ 魅了し, ある
重み を持 つ よう にな っ た ｡ [江 7]+ そ して ､ こ
の 古典主義か らの 逸脱 の コ ンテ クス トを経
て ､ ｢エ クリチ ュ - ル は今日 ､ 不在 とい う最
後の 転身に到達 してい る〔往8]+ の だ ｡ バ ル ト
は ｢ヌ ー ヴ ォ - ･ ロ マ ン+ の 文体を想定 しな
がら､ こ の 最終的に到達 した｢エ クリチ ュ ー
ル の 不在+ を ｢零度の エ クリチ ュ ー ル+ と名
付ける ｡
しか しながら翻 っ て ､ フ ランコ フ ォ ン文
学 における古典主義か らの 逸脱の コ ンテ ク
ス トを考えて み た場合, これ らの 文学 は現
在 ｢透明体､ 沈殿物の 残らな い流れ+ として
の 古典主義か ら逸脱 して い るが ､ しか しな
が らバ ル トの 主張する ｢エク リチ ュ - ル の
不在+ ｢零度 の エ クリチ ュ ー ル+ とも対極的
な位置 ､ すなわち ｢エ ク リチ ュ ー ル の 過剰+
あるい は ｢エ クリチ ュ ー ル の 混沌+ とでも呼
べ る状況 にある と定義する こ とがで きる の
では ない か ｡ そ してそ れ こそ が ､ 今日 フ ラン
コ フ ォ ンの文学 とバ ロ ッ クの 概念 を親和さ
せて い る点で ある とい えよう｡
2 ､ バ ロ ッ クと新大陸
と こ ろで , 冒頭 にそ の 作品の 書評を 引用
した 二 人 の 作 家は , 言語 的に は フ ラ ン コ
フ ォ ン の 作家で あるが ､ 地域的に は共 にカ
リブ海地域出身の 作家である ｡ よ り広範な
地域で捉える の なら ､ 硬らは新大陸の 作家
で ある とい えよう ｡ そ して ､ こ の 新大陸 ､ あ
る い は カリブ海地域は ､ 非 ヨ ー ロ ッ パ の 諸
地域の 中で も特権的に｢バ ロ ッ ク+ と深く結
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び つ い た地域で ある とい え る ｡
先述 した ク ロ ー デ ッ ト ･ サ ル レの 分析 は
｢新 しい フ ラン コ フ ォ ン文学+ の 中にバ ロ ッ
ク的な要素を見て とる こ とが 可能で ある と
指摘 する が ､ そ れ は単 に そ れ ら の 文 学 と
ヨ ー ロ ッ パ の バ ロ ッ ク文学 , ある い は ヨ ー
ロ ッ パ の バ ロ ッ ク概念 と の 間の 類似性 を指
摘 して い る に過ぎな い ｡ しか しなが ら新大
陸 , あるい は カリブ海地域 にお い ては ､ 現実
に 一 つ の 確立 し た 美術様 式 と し て の ｢バ
ロ ッ ク様式+ が存在する ｡ それは とりわ けラ
テ ンア メリカ の ､ すなわ ち新 大陸の ス ペイ
ン語圏諸地域 の 建築様式 と して実在 して い
る ｡ 『新潮世界美術辞典』 の ｢バ ロ ッ ク+ の
項目 をみ る と ｢時代様式 と して の バ ロ ッ ク
は ､ 1 6世紀第 4半期の ロ ー マ に発し ､ 主 と
して カトリ ッ ク諸国 ､ オ ー ス トリア ‥ . ､ ド
イツ南部, フ ラ ンス ､ ベ ルギ ー ､ ポル トガル ､
ス ペイ ン､ 中南米の ス ペイ ン ､ ポル トガル植
民地等で行われ た[注 9]+ とある ｡ すなわち ,
ラテ ンア メリカは ヨ ー ロ ッ パ 以外で 唯 一 厳
密 な意味 で 歴史的な美術様 式 と して の バ
ロ ッ クが存在した地域なの だ o しかも ､ これ
ら の 地域 の バ ロ ッ ク建築は ､ ヨ ー ロ ッ パ バ
ロ ッ クの 継承者で ありなが ら ､ ヨ ー ロ ッ パ
の い か なる地域 の バ ロ ッ ク建築 とも異質な
独自の 様式を 生み出 した｡ こ れら の 地域の
バ ロ ッ クは , ヨ ー ロ ッ パ の バ ロ ッ ク と 区別
して ｢ウル トラバ ロ ッ ク+ とも呼ばれる ｡
ラテ ンア メ リカ美術研究者で ある加藤真
によれば ｢ラテ ンアメリカ ･ バ ロ ッ クは ､ 西
欧バ ロ ッ ク様式美術 の 絶頂期か らは, 明 ら
か に数十年の 開きが ある が ､ そ の 表現 の 過
激 さは､ 同 じバ ロ ッ ク の 名を い だく にせ よ ､
ま っ たく 別な様式と考 える べ きで ある ｡ …
超[ウル トラ]バ ロ ッ ク の 内容は､ 古代ア メ
リ カ以来の 土 着の 感性が ､ 3世 紀以 上 に
渡っ て支配権を確立 しよう と して きた西欧
美術の 形式を借りて復権を果た した こ と を
示 して いる【往1 0]+ と説明する ｡ すなわち , こ
の 地域の バ ロ ッ クの 独自性とは ､ ヨ ー ロ ッ
パ の バ ロ ッ ク の 技術が ､ そ の 土地の 文化や
精神と結びつ い て , ヨ ー ロ ッ パ とは異質 の
● ● ●
新たなバ ロ ッ ク様式を創造 したとい う点 に
ある . こ の こ とは , ヨ ー ロ ッ パ の影響が 強く
現れ る大都市部よ り も､ 地方の 中小都市 に
お い て よ り 土着性 の 強い 独自の ウル トラバ
ロ ッ クの 建築 が生 まれ た とい う事実が象徴
的に示 して い る ｡ すなわ ち こ の地 にお い て ､
バ ロ ッ ク の ｢土 着化+ がなされ た の だ｡
こ の よ う に ､ (特にス ペイ ン語圏の) 新大
陸にお い て は , 理論的な類推や援用で は な
く ､ 地域の 現実 の 中に独 自の バ ロ ッ ク様式
が厳然と存在する ｡ こ の こ とは ､ 特 に建築様
式にお い て 象徴的で あ っ た が ､ 文学の 分野
で バ ロ ッ ク の 思想 と新大陸 の 地域性 とを結
び付けた最 も重要な作家 と して は , 第 一 に
キ ュ - バ の ア レホ ･ カル ペ ンチ イ エ ー ル の
名があげ られ るで あろう｡
カル ペ ンテ ィ エ - ル は 『新世紀前夜の ラ
テ ンア メリ カ小 説』 と題 された 論文の 中で ､
次の よ うに主張する ｡ ｢我々 の 世界はバ ロ ッ
クである … バ ロ ッ クは
.
､ 我 々 が 表現しよ う
と執着して きた こ の発展 しつ つ ある世界の ,
最 も不変の 性質なの だ｡ 〔注 11】+ そ して ､ 彼は
バ ロ ッ ク と新大陸の 現在 を結び付ける ｡ ｢た
とえ私が1 945年 に見た時点ですで にカラカ
ス [ベ ネズ エ ラ の首都]が ､ そ の 家々 の 色彩
や … そ の 中央市場 の 熱帯地方 の 無秩序 に
よ っ て バ ロ ッ クの.街で あ っ た として も … そ
れは今なお ､ 以前に も増 して ､ その 精神錯乱
的な建築 の ア ナ ー キズム に よ っ て ､ バ ロ ッ
クの 街で あり続 けて い る . [注12】+
しか しなが ら ､ カル ペ ンテ ィ エ ー ル の バ
ロ ッ ク論は ､ そ こ か ら更 に 一 歩前進する . す
なわち彼は ､ 新大陸 と い う特殊な地域 の 現
実に根を下ろ した バ ロ ッ クか ら出発 し､ ｢バ
ロ ッ ク の 普遍化+ とい う レベ ル に最終的 に
到達する こ とを試 み る の だ｡ 元来バ ロ ッ ク
とは ､ 限定的な地域 と時代に よ っ て定義さ
れる歴史的な芸術様式 ､ 文学様式であ っ た｡
そ う い う意味で は ､ 新大陸の バ ロ ッ ク もま
た､ ヨ ー ロ ッ パ の それ とは 異なる独自性 を
持つ とい っ て も ､ それは地域的, 時代的な限
定 を免れな い 一 つ の 特殊な様式である o カ
ル ペ ンテ ィ エ ー ル の 試 みは ､ 新大陸の 地域
的な独自性 を尊重 しつ つ も､ 最終的には､ こ
の バ ロ ッ ク の 特 殊性 を 普遍化 す る こ とで
a)+
新しいバ ロ ッ クの 思想(尾崎)
あ っ た 〔注 13〕 0
カル ペ ン テ ィ エ ー ルは ､ そ の論文 『バ ロ ッ
ク主義の 永劫回帰』 の 中でバ ロ ッ ク の 普遍
性 につ いて 述べ てい る｡ 彼はまず , ス ペイ ン
の 美術史家 エ ウへ - ニ オ ･ ド ー ルス の 『バ
ロ ッ ク論』 を援用する o すなわち ド
ー ル ス に
よれば ､ バ ロ ッ ク とは ある種 の ｢創造的衝
動+ で あり , それ は ｢文学で あれ , 造形芸術
で あれ ､ 建築で あれ､ 音楽で あれ ､ あらゆる
芸術的表明の 中で ､ 歴史を こ えて 循環的に
回帰す る+ もの で ある[削 4] ｡ そ れ をうけて
カル ペ ンテ ィ エ ー ル は ､ バ ロ ッ クを ､ 時代的
な限定 を免れ る ｢精神 の 定数 [c o n sta nte
d
'
e sprit]+ と定義す る o そ れ ゆえカル ペ ン
テ ィ エ ー ル に と っ て ､ ラブレ - の 『ガルガ ン
チ ュ ア とパ ンタグリ ュ エ ル』 や ベ ル ニ - ニ
に よる ロ ー マ のサ ン ･ ピ エ トロ 寺院 ､ ある い
は トレ ドの 大聖堂の 内部彫刻がバ ロ ッ クで
あるの と同様に , モ ス ク ワの セ ン ト ･ バ ジル
寺院､ プラハ の カ ー ル橋､ モ ー ツ ア ル トの
『魔笛』, モ ン ドリア ンの 絵画 ､ シ ェイ クス ピ
アの 『真夏の 世の夢』 の第五幕 ､ 疾風怒涛運
動の 作家達 ､ ドラク ロ ワの 絵画 ､ ワ ー グナ ー
の 歌曲､ バイ ロ ン ､ ノヴァ - リス ､ ゲ ー テ ､
ランボ ー , ロ ー トレアモ ン ､ プル - ス トらの
文学､ ロ シ ア革命前夜の マ ヤコ ブ スキ ー ､ あ
るい は ヒ ンドゥ ー 教の 彫刻 ､ あらゆる ヒ ン
ドゥ ー 文学やイ ラン文学はバ ロ ッ ク となるo
そ れ に対 し ､ アイス キ ュ ロ ス ､ ソ フ ォ ク レ
ス ､ プラ トン ､ リテ ィ ウス , キケロ ､ ラシ ー
ヌ ､ ブ ッ セ ､ ヴ ォルテ ー ル らにみ られ る特質
はバ ロ ッ ク の それ で はない ｡ カ ル ペ ンテ ィ
エ - ル に と っ て バ ロ ッ クとは ､ 普遍的な ､ そ
れゆえ時代や地域 に左右され ない ある精神
の在 り方で あっ た｡ こ の 普遍的な様式の 特
徴は次の よう に説明される ｡ ｢精神の 定数で
あるバ ロ ックは ､ 空白 ､ 剥き出しの表面 ､ 幾
何学的で線的な調和に対す る嫌悪 によ っ て
特徴付けられる ｡ こ の 様式におい て は､ 中心
軸の 周囲に , ｢増殖する核+ とで も呼 べ るよ
うなもの ､ すなわち構築空間や ､ 壁面や ､ あ
らゆる可能な建築物の 空間 を ､ 自立的に拡
張する モチ ー フ で埋め 尽く し ､ 恐る べ き拡
張 の カを持 っ た形状を投げか け ､ 投射する
よう な装飾物が増殖す るの だ ｡ そ れ は運動
の 芸術で あり ､ 衝動の 芸術であり ､ 中心か ら
外部 ヘ 向か う芸術 で あり ､ ある方法でそ の
国有 の余白を破 る芸術で ある ｡ 【削 5]+
こ の カ ル ペ ンテ ィ エ ー ル に よ る定義は ､
前 に挙 げた ヴ エ ル フ リ ン (バ ロ ッ ク のイ
メ ー ジは 非線的で動的で ある . バ ロ ッ ク の
組成は 開かれ て い る) やル ー セ (不安定､ 動
性 ､ 変身､ 装飾の 優位) ら ヨ ー ロ ッ パ の バ
ロ ッ ク研究者によ る定義 と も矛盾 しない も
ので ある｡ しか しなが ら同時に ､ ｢空白､ 剥
き出しの表面 へ の 嫌悪+ ｢中心か ら外縁 ヘ の
伸張､ 増殖する核+ とい っ たイ メ ー ジは何よ
り ､ 熱帯の 植物相を連想させ る､ カリブ海地
域や ラテ ンア メリカ に特有の 土着的イ メ ー
ジ を喚起 させ る ｡ 実際 , 新大陸の バ ロ ッ ク
(ウル トラバ ロ ッ ク) の 独自性は ､ 地の 表面
を覆 い つ くすそ の 装飾性 にある ｡ 加藤に よ
れば｢超[ウル トラ]バ ロ ック建築の 特徴は,
そ の 過剰なまで の 装飾志向にあり ､ オ ロ ー
ル ･ バ クイ と呼ばれる隙間恐怖症的徴候が
濃厚で ある｡ … 1平方セ ンチの 余白もない ほ
どび っ し り埋め られ た装飾要素は ､ 建物の
構造体 の あら ゆる部分にまで侵食 し､ 建物
は あたか も装飾の ため の 支持体と して しか
みなされて い ない ため ､ 壁柱 ､ 破風 ､ 壁襲な
どは ､ 本来 の機能 を忘れられ たか の ようで
ある 【注 16]+ の だo
そ れゆえ ､ カル ペ ンテ ィ エ ー ル の バ ロ ッ
ク観は ､ 明らか に ､ 新大陸の地域性に依拠す
る側面を持 っ て い る ｡ 彼の バ ロ ッ ク の 普遍
化 の 試み の 為には , まず出発点 として 新大
陸の 地域的特性が絶対的 に不可欠な要素で
あっ たの だ. カル ペ ンテ ィ エ ー ル は主張す
る ｡ ｢アメリカ こそ ､ 共生 と, 変動 と､ 震え
と, 混血の大陸であり ､ それはつ ねにバ ロ ッ
ク的であ っ たo [往
17]+ この ような主張 に基づ
き ､ 彼は普遍 的なバ ロ ッ ク の 目録 の 中に ､
『ボポル ･ ヴ - ( ナウア トル語で書かれ た征
服以前の メキシコ の叙事詩)･』､ メキシコ ､ オ
ア ハ カ近郊 の ミル タ 寺院 (カルペ ンテ ィ
エ ー ル は ミ ルタ寺 院の 3 2の 閣間 を ベ ー
ト ー ベ ンや シ ェ - ン ベ ル グの変奏曲と対比
させ る)､ ハバ ナ大聖堂の フ ァサ ー ドなどを
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加え るの だ ｡
結局カル ペ ンテ ィ エ ⊥ ル に と っ て新大陸
とい う土地 の 特殊性は , ある普遍的な価値
に繋が る もの で あ っ たo それ ゆえ ､ 彼はそ の
土地 の特殊性に 出発点 を定め て ､ バ ロ ッ ク
の 普遍性 に至ろう と した ｡ そ して 新大陸 の
バ ロ ッ クは ､ ヨ ー ロ ッ パ の バ ロ ッ ク と重な
り ､ 普遍的な あ る世 界観 を形作 る も の と
な っ た ｡
3 ､ エ ドゥ ア ー ル ･ グリッ サンのバ ロ ッ ク論
こ こで ､ 今 一 度話 を フ ラ ンス 語圏に戻そ
う ｡ ス ペイ ン 語圏 にお ける カル ペ ン テ ィ
エ ー ル に対 して ､ フ ラ ンス 語圏の 新大陸地
域で最 もバ ロ ッ ク に関 して雄 弁に語 っ て い
る作家は エ ドゥ ア - ル ･ グリ ッ サ ンで あろ
う ｡ 実際グリ ッ サ ンの バ ロ ッ ク論は ､ 多分 に
カル ペ ンテ ィ エ ー ル に繋が る側面を持 っ て
い る｡
グリ ッ サ ンは , サル レが ヴ エ ル フ リンや
ル - セ を参 照 し ､ カル ペ ン テ ィ エ ー ル が
ド ー ル ス を参照 したよう に ､ 自己 のバ ロ ッ
ク 論を展開す る際 ､ 他 の バ ロ ッ ク研究家の
思想を参照するようなこ とが ほ とんどない ｡
それ ゆえ , 彼 の バ ロ ッ ク の 思想が直接的に
どの ような影響を受けて い るか を 明確に知
る こ とは で きない が , しか しなが らグリ ッ
サ ンの 中で の カル ペ ンテ ィ エ - ル の 影響は
容易に想像がで き る｡
グリ ッ サンは ､ 実際多く の 論文 の 中で カ
ル ペ ンテ ィ エ ー ル の重要性 に つ い て 触れて
い る ｡ 例えば 『詩的意 図』 の 中では ､ ｢ハ バ
ナで生まれ , ヨ - ロ ッ パ の 父 とキ ュ ー バ の
母 〔往18〕 を持ち､ … そ の 青年期をパ リで過ご
し､ そ の 後幼年時代 を過ご したア ンテ イ ル
と ラテ ンアメリカに戻 っ て きた [ 削9]+ カル
ペ ンテ ィ エ ー ルを ､ 二 つ の 世界観 ､ 価値観の
間の 結節点と位置付けて い る ｡ グリ ッ サ ン
は ､ 彼の 中に ｢複数の価値観 と対峠 しなけれ
ばならない絶対的必要性+ を見 て取る ｡ そ こ
には ｢ 一 方に ､ か つ てそ の 支配を永続 させ る
ために身に纏 っ て きたタブ ー を脱 ぎさ っ た
<西洋>の 姿が あり ､ 一 方 に ､ ある新しい世
界の 姿が ､ そ の 誇張 ､ 願望 ､ 価値 とと もに
あ っ た o [注20]+ そ して グリ ッ サ ンによれば ､
こ の 二 つ の 世界 の 関係性 の 中か ら生 まれ る
彼 の小 説は また ､ ｢何百万 もの 人 々 の 共通 の
経験 に開かれ た+ 作品で あり､ それ は ｢諸文
化の 衝撃+ で あり ､ ｢ひ とつ の 統 一 性､ ある
い はひ と つ の 生の 様式 へ の 可能性 の 道+ で
もあっ た ｡
それ ゆえ ､ グリ ッ サン にと っ て ､ 西洋世界
と の 関係性の 中に生成 した 世界観 とい う も
● ● ● ● ■ ●
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の が , まず新世界の 地域性にお い て共通 な
もの となる必要が あ っ た ｡ そ してグリ ッ サ
ンはそ の こ とを カル ペ ンテ ィ エ ー ル と確認
し合う ｡ 彼ら の 間で まずそれ は ､ 言語圏を こ
えた 地 域的 共通性 とな らな けれ ばな ら な
か っ た｡ 『多様な るもの の 詩学 へ の序説』 に
お い てグリ ッサ ンは次の よう に述 べ る｡ ｢ア
レホ ･ カ ル ペ ンテ ィ エ ー ル は生前ある会話
の 中で わた しに こ･う言 っ た｡ ｢私たち か+ブ
海 の 人 間 は ､ 4 つ か 5 つ の 異 な っ た言 語
[1angu e]で書 い て い ますo しか し､ 私たちは
同 じ言葉 [1angage] を持 っ て い る の ですよ+
とo ク レオ ー ル の語 り部 の芸術は ､ 漂流 と堆
積か ら作られ た の だ ｡ 文章や詩節の こ の バ
ロ ッ ク的側面と ともに … ｡ [ 往21]+すなわち こ
こで グリ ッ サ ン は ､ カル ペ ンテ ィ エ - ル と
の共通 の見解 と して ､ カ リブ海地域 には ひ
と つ の共通 した 世界観が存在 し ､ そ れは フ
ランス 語､ ス ペイ ン語 ､ 英語 ､
●
オランダ語 ､
ク レオ ー ル語 とい っ た個別の言語 (ラング)
を こ えた と こ ろで の - つ の 共有可能な ｢言
葉 (ランガ ー ジ ュ)+ と して存在 して い る と
い う こ とを確認する ｡ そ して さ らにグリ ッ
サ ンは ､ こ の 共通 の言葉を､ ｢ク レオ ー ル の
語 り部+ の 言葉 に結び つ け ､ さら にそれ が
｢バ ロ ッ ク的側面+ を持つ と主張する ｡ すな
わち､ こ こ でグリ ッ サ ンに と っ て , バ ロ ッ ク
とは ､ ｢ク レオ ー ル の 語り部+ が象徴するよ
うに , 西洋 との 関係性 の なか で 生まれ[往22]､
言語 圏を こえ て カリブ海 の 諸地域が共有す
るひ とつ の ｢言葉 (ラ ンガ ー ジ ュ)+ の 一 側
面 を 表す 特 質 と し て 捉 え ら れ て い る ｡
しか しながら､ こ こ で我々 の 興味を引く
の は ､ グリ ッ サンは ､ こ の よ うに言語圏を こ
新しい バ ロ ッ ク の 思想(尾崎)
えて共有 しう る新世界 の地域的特性 と して
のバ ロ ッ クの 主襲 しなが らも , 他方で ､ フ ラ
ンス 語 圏 の バ ロ ッ ク とス ペ イ ン語 圏の バ
ロ ッ ク の 間の 差異 を認め て も い る とい う点
である｡ そ して ､ そ こか ら フ ランス 語圏の作
家､ ある い は マ ルチ ニ ー ク の 作家 として の
グリ ッ サ ンの バ ロ ッ ク思想の 独自性 を確認
する こ とがで きる o
実際, カリブ海地域の 風土 ､ 風景 ､ あるい
はそ の文化は ､ 十把 - か らげに共通の もの
では な い o ハバ ナの 情景とフ ォ ー ル = ド = フ
ラ ンス の それは異質な もの で ある ｡ 先に確
認 したよ う に , 街 の 情景 の 中に 実際 に バ
ロ ッ ク建築が 存在する の は ､ む しろス ペイ
ン 語圏の 地域 の特徴で ある｡ キ ュ ー バ と マ
ルチ ニ ー クは ともに ｢カリブ海の 真珠+ と形
容 され る ｡ しか しなが ら, ハ バ ナ市内の 風景
の 中に ｢い び つ な真珠 [注23]+ の 現実が確認
され た と して も, 特 に戦後海外県化に より
フ ラ ンス本国 へ の 同化の 道 を選択 したマ ル
チ ニ - クにお い て フ ォ ー ル = ド= フ ランス市
内の 風景 を考えた場合､ む しろ ｢きちん と研
摩 され均整の とれた真珠+ のイ メ
- ジ の 方
が 的確 に当て は ま る の で は ない だ ろう か ｡
グリ ッ サ ンは , バ ロ ッ ク につ い て論 じる場
合 も こ の マ ルチ ニ ー クの 社会 に固有 の 現実
を看過する こ とはない ｡
グリ ッ サ ンは ､ 新大陸におけるバ ロ ッ ク
と言語 圏の 問題 に関 して ､ 『ア ンテ イ ル の
ディ ス ク - ル』の 中で ､ ス ペイ ン語圏にお い
て は ､ バ ロ ッ ク はそ の 土地 の 実際の 建築作
品の 中などに確認で き るが ､ フ ラ ンス語圏
に おい て は ､ バ ロ ッ ク は言 葉 (ラ ンガ ー
ジ ュ) の レベ ル で存在す る文学的なもの と
なる , と指摘す る 【注24】｡ そ もそ も ､ グリ ッ
サ ンによれば ､ ｢植民地 のバ ロ ッ ク (過剰さ
やエ スカ レ ー シ ョ ン) という もの は … 無意
識の う ちに感じられて い る ある 欠如 へ の 反
応+ として定義され る ｡ そ して こ の バ ロ ッ ク
は ､ ｢ス ペイ ン語圏の ア メリカにお い てはそ
■
の 土地 の 上 で目にする ことが出来る ｡ とい
うの も ､ ス ペイ ン人植民者達によ っ て ､ 教会
や … 広場が建設されたか らだ｡ そ れはそ の
中で文化 の 混 清が 行 われ たバ ロ ッ ク なの
だo+ しか しなが ら 一 方で ｢[ス ペイ ン語圏の
よ う に建築作品を持た な い フ ラ ンス 語圏]
ア ンテ イ ル の バ ロ ッ クは ､ 作品で は なく言
葉に関わ る｡+ そ して ､ こ の フ ランス語圏に
特有の バ ロ ッ ク的言葉は ､ とりわ け本国フ
ラ ンス に移住 した同化マ ル チ ニ ー ク人 の 言
葉の 中に悲劇的に象徴され る｡ すなわち ､ 本
国の 同化 マ ル チ ニ ー ク人は ､ 彼 らの 喋る言
葉 の 中に ､ バ ロ ッ ク的な, ある い はク レオ
ー
ル語的な ｢雄弁な レトリ ッ ク と章やか に飾
られ た言葉+ を内包 して いた が ､ 彼 らの この
バ ロ ッ ク的 ､ ある い は ク レオ ー ル 譜的な言
葉は ､ 最終的に はフ ラ ンス社会の 内 に同化
され て しまう ｡ それ ゆえ､ 彼らの バ ロ ッ クは
｢｢創造性+ の 欠如+ を招き ､ そ れは ｢空虚 に
向かう+ こ とになる ｡ 元来 ｢無意識 の うちに
感 じ られて い るある欠如 ヘ の 反応+ で あ っ
た植民地 の バ ロ ッ クは , グリ ッ サン によれ
ば ､ ｢彼の地 (ラテ ンア メリカ) にお いて は
反動の 力 となりえたが ､ 此の地(マ ルチニ -
ク ､ あるい は フ ラ ンス に住む マ ル チ ニ ー ク
人に とっ て)で は空虚の 燃え上が り+ となっ
た[注 25] ｡
今 一 度要点を整理する と ､ ラテ ン アメリ
カにお い て は , バ ロ ッ クは ､ 実在するバ ロ ッ
ク建築が象徴的に示すよう に､ ｢そ の 土地の
上 に+存在 して植民地の空虚を穿つ ｢反動の
力+ でありえ た｡ 一 方 , 建築物 とい う具体的
な象徴 を持たな い マ ルチ ニ ー クにお い ては､
バ ロ ッ クは ｢言葉+の レベ ル におい て発揮さ
れ るも の で あ っ たが ､ 海外県 とい う政治的
地位ゆえに本国 との 従属的な 関係性を断ち
切れない 状況下 にあっ て ､ そ の バ ロ ッ ク の
言葉は自立 した｢創造性+を生み出す レベ ル
には至 らず｢空虚 の燃え上が り+へ と堕ちる
の だっ た｡
またグリ ッ サン は､ フ ランス本国の 同化
マ ルチ ニ ー ク人を英語圏の カリブ海地域か
ら ロ ン ドン ヘ 移民 した人 々 と も比較 して ､
ロ ン ド ン で はカ リ ブ海移 民 の コ ミ ュ ニ
テ ィ ー が ｢集団的な異議申し立て と ､ 攻撃的
なフ ォ ル ク ロ ー レ+ を形成す る こ と に成功
したが ､ フ ラ ンス におい ては それ も成功 し
なか っ た と嘆く [注 26]. いずれ にせ よ ､ こ こ
現代フ ラン ス及びフ ラ ン コ フ ォ ニ ー (仏語圏)にお ける文化社会的変容
で グリ ッ サン に と っ て バ
.
tjツ タ とは , 新大
陸 ､ あ る い はカ リ ブ海地域 の 自立的な特質
で あり ､ 自己 主菜であり ､ そ れ は ヨ ー ロ ッ パ
的価値 観 へ の 同化 に 対す る 抵抗 の 意味 を
持 っ て い た ｡ しか しながら ､ ス ペイ ン語圏 ､
英語圏に比 べ て ､ 明らか に マ ル チ ニ ー ク の
バ ロ ッ クは ､ 言葉の レベ ル にあ っ て も､ 同化
へ の抵抗 とい う側面か ら考 え る と失効 して
い た｡
と ころで ､ グリ ッ サ ンの 評論集には 7 つ
の 作品があるが (『意識の 太陽 (1 956)』､ 『詩
的意図 (19 69)』, 『ア ンテ イ ル の ディ ス ク -
ル (198 1)』, 『関係の詩学 (19 90)』 『多様な
る もの の 詩学 へ の序説 (1996)』, 『フ ォ ー ク
ナ - ､ ミ シシ ッ ピ ー (19 96)』､ 『全 一 世界論
(1 9 97)』)､ こ こに引用 した 『ア ンテ イ ル の
ディ ス ク - ル』 は ､ そ の 3番目の 作品で あ
り ､ 彼の バ ロ ッ ク論に関 して い えば ､ そ の初
期の 段階に位置付ける こ とが できる ｡ 『ア ン
テ イル のディ スク - ル』 にお い て は ､ グリ ッ
サ ンは ､ カリブ海 (ア ンテ イ ル) という地域
性を政治的､ 社会的 ､ 文化的側面か ら論 じて
お り ､ そ の 後の 『関係 の詩学』 やそ れ以降の
作品と比 べ る と , 限定的な地域性 (カリ ブ
海 ､ あるい は マ ルチ ニ - ク)とそ の 政治性 に
対する強い こ だわりが見 られ る ｡ 特にそ の
政治性 に関して は ､ 『関係の 詩学』以降では ､
マ ルチ ニ ー ク の 独立 とい う問題 に対 して は
意図的に距離を置い てし1る よ う に思わ れ る
が , 『ア ンテ イ ル のディ ス ク - ル』 にお い て
は ､ よ り直裁 に独立の 問題 へ の 言及がな さ
れて い る｡ グリ ッ サ ンは主張す る ｡ ｢マ ルチ
ニ ー クの 独立は ､ こ の [本国の]移民を助 け
る こ とになる だろう. 独立マ ル チ ニ ー クが
彼 ら に与 え る で あろ う 基底 的な 参照点 に
よ っ て , 独立 マ ル チ ニ ー クが 彼らに提供す
るで あろう 唆昧 さや俗化 と戦うための 可能
性 によ っ て ､ 独立マ ル チ ニ ー クが彼 らに授
けるで あ ろう集団的誇 りの 感情によ っ て ､
そ して恐らく ､ もはや … 幻影 の 国で はなく
フ ランス とい う国の真 の姿 に向き合うため
に突然開かれ た好機に よ っ て ｡ 【注2 7]+すなわ
ちこ の段階ではグリ ッ サンの バ ロ ッ ク論は ,
多分に マ ルチ ニ ー ク の特殊な地域的政治間
題 と結びつ く 契機を 内包 して い た ｡ しか し
なが ら ､ カル ペ ンテ ィ エ ー ルが 新大陸の 特
殊性 に出発点を お きなが ら も ｢バ ロ ッ ク の
普遍化+ を試みた の と同じように ､ グリ ッ サ
ンにお い て も , 『ア ン テ イ ル の ディ ス ク -
ル』 の 中で の 地域的なバ ロ ッ ク論は ､ そ の 9
年後の 『関係の 詩学』 に至 っ て ｢バ ロ ッ クの
世界化+ とい う問題 へ と展開す る ｡ こ の段階
に至 っ てグリ ッ サ ンは ､ バ ロ ッ クの価値 を
｢世界的+ で ｢普遍的な+ ひ とつ の 様態 と し
て提起 しよう と試み て い る ｡
グリ ッ サ ンによ るバ ロ ッ ク思想の展開は ､
『関係の 詩学』 の ｢世界化されたバ ロ ッ ク に
つ い て [d
'
u nbaroqu e m o ndialisi]+ と題され
た章にお い て 明確 に説明され て い る｡ 要約
する と こうで ある ｡ すなわち ､ まず初め に
ヨ ー ロ ッ パ の 限 定的 な美術様 式 と し て の
｢歴史的バ ロ ッ ク+ があっ た ｡ そ してそ れは
新 大 陸 に 導 入 さ れ ｢バ ロ ッ ク の 土着 化
[n at町 alis ation]+ とい う段階を経て ｢バ ロ ッ
クの 世界化+ に.至 る ､ と い う流れ をなす ｡
ヨ ー ロ ッ パ 世界 にか つ て お こ っ た ｢歴史
的バ ロ ッ ク+ とは何 より , ｢古典主義+ お よ
び ｢合理主義+ の価値観 に対する アンチテ ー
ゼ として措定 され る｡ グ リ ッ サ ンに よれば
｢バ ロ ッ クは ヨ 一 口 ッ ^
o
にお いて ､ < 自然>
に関す る次 の よ うな考え が優勢で あっ た時
代に出現 した｡ すなわ ち､ 自然 とは調和が と
れて い て ､ 均質で ､ 深み にお い て認識可能で
ある ､ とい う考 えだo 合理主義は ､ 現実を支
配 した い とい う肥大化するそ の 野望 に役立
つ こ の 考え を洗練 した ｡ [注28]+ それ に対 し｢歴
史的 に決定され た方向転換 [で あるバ ロ ッ
ク芸術] は ､ ‥ . ある本質に 向かう ー 連 の模
倣可能な調和 の 中に世界の 内容を要約 した
い とい う野望 に対 して ､ 頑な拒絶を表[し ､]
… 迂回､ 増殖 , 冗長な空間､ 認識対象や認識
主体 の い わゆる単 一 ノ性を噸笑 う もの ､ 無限
に反復され る量や無限 に再 開される全体性
を賞賛するもの に ､ 助力を求める[注29]+の だ｡
こ の ような構 図の 下 に生まれた ヨ ー ロ ッ
パ の ｢歴史的バ ロ ッ ク+ は, 非ヨ ー ロ ッ パ地
域に拡散する に至 っ て ｢バ ロ ッ ク の土着化+
を引き起 こ す｡ そ の ｢最初の 段階は ､ ラテ ン ･
新 しいバ ロ ッ クの 思想(尾崎)
アメ リカの 宗教芸術だ っ た ｡ そ れ はイ ベ リ
ア半島や フ ラ ンドル の バ ロ ッ ク に非常に近
か っ たが , 密 に土着の リズム と混ぜ合わ さ
れ ､ バ ロ ッ ク の協奏曲の 中に大胆に導かれ
て い っ た｡+ そ して ｢こ の 進化の 強拍 とな っ
たの は混血で あ っ た ｡ … こ の 混血が 一 般的
現象 となる こ とに よ っ て ､ バ ロ ッ クは そ の
｢土着化+ を完遂 した ｡ [注 30]+
結局グリ ッ サンに と っ て ｢土着化+ とは ,
限定的な時代 ､ 限定的な空間か ら , バ ロ ッ ク
の 可能性 を解放する試みで あ っ た とい え よ
う ｡ それは ､ 特に新大陸 とい う空間にお い て
象徴的に試み られ ､ そ の 過程 に は必ず ｢混
血+ とい う要素が 加味された o こ の新大陸 に
お ける ｢バ ロ ッ クの 土着化+ は ､ そ こ を経由
して最終的に, 地域､ 時代とい っ た限定的条
件 に左右 されな い 普遍的価値 と して の バ
ロ ッ ク ､ すなわ ち ｢バ ロ ッ クの 世界化+ に発
展する ｡ グリ ッ サ ンによれば ､ バ ロ ッ クの
｢土着化は ､ 単なる反宗教改革の葦やか な領
域を こ えて ､ < 関係> の騒然たる様式 ヘ と
拡張すべ く , バ ロ ッ クを延長 し､ 作 り替え る
[往31]+ の だ｡ グリ ッ サンは最後 に, こ の普遍
的価値 として の ｢世界化 されたバ ロ ッ ク+ に
関して次 の よう に要約する｡ ｢人間の あらゆ
る文化 は古典主義 ､ すなわち ドグ マ 的確信
の 時代 を知っ て い た ｡ そ してそ れ は全面的
に乗り越え られ な ければならな い もの だ っ
た o あら ゆる文化は ､ そ の 発展の ある段階に
お いて ､ こ の 確信に対抗 して ､ バ ロ ッ ク の変
調 を準備してきた の だ｡ それによ っ て ､ 古典
主義の 乗り越えは ､ 予言され ､ 実現 され た ｡
[注 3ヱ]+ こ こ にお い てバ ロ ッ クは､ あらゆる文
化にお い て観察 され るそ の 発展 の - 段階 と
して 定義されてお り､ そ れは それ に先行す
る古典主義的 ､ ある い は合理主義的世界観
に対立 し , そ れを乗り越え るもの と して捉
え られてい る｡
畢寛グリッ サンの バ ロ ッ ク論は ､ こ の 段
階に至 っ て , 先に論 じたカル ペ ンテ ィ エ ー
ル の 唱える ｢バ ロ ッ ク の普遍化+ とほぼ同 一
の立場にい る とい えよう｡ そ して ､ 最後に ､
こ の 二 人の 新大陸の作家の バ ロ ッ ク論を考
察する際 , 共通 して 立ち現れて くる もう -
つ の キ ー ワ ー ド､ すなわち ｢ク レオ ー ル+ と
い うキ ー ワ ー ドにふれ て , 本論文の結論を導
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4 ､ 結論 ､ ある い はバ ロ ッ クとク レオ ー ル
こ こ までわ れわれは , 今日的なバ ロ ッ クの
問題 と して ､ 言語 の側面か ら､ フ ラ ンコ フ ォ
ン文学が自らの自立した価値を提起する上で
い か にバ ロ ッ ク の 概念 を援用 した か を確認
し､ 地域的な側面か ら , 新大陸とい う地域が
い かにバ ロ ッ クに特権的な空間で あるかを こ
の地域 に土着化 したバ ロ ッ クの例を見る こ と
で 確認 して きた｡ そ して ､ いずれ の 場合に も
バロ ッ クとは古典主義的な秩序に対立する概
念 と して捉え られて い た ｡ そ して こ の場合 ､
古典主義 とは , ｢旧世界+ た る ヨ - ロ ツ パ の
伝統的規範 ､ ある い は厳格な秩序や明噺性を
求め る思考 ､ 合理的な調和 へ の志向を表 して
お り ､ そ れゆえバ ロ ッ クはそ こか らの逸脱と
みな される ｡ そ して われわれが見て きたバ
ロ ッ クの 思想家たち にお い て は, こ の 逸脱
が , 古典主義的価値観の 欠如で はなく ､ 新た
な別種の 自立的価値と して提起されて い た ｡
そ してわれわれは新大陸の ふたり のバ ロ ッ
ク思想家 , すなわちキ ュ ー バ の ア レホ ･ カル
ペ ンティ エ ー ル と マ ルチ ニ ー クの エ ドゥア ー
ル ･ グリ ッ サ ンの バ ロ ッ ク論を概観 して き
た ｡ カル ペ ンテ ィ エ ー ルは ラテ ン ･ ア メリカ
地域に根付 い たバ ロ ッ クの 現実か ら 出発 し
て , 人類の 歴史の 中で 周期的 に回帰 して立ち
現れ る ｢普遍的なバ ロ ッ ク+ の レベ ル に論 を
展開させて ゆく｡ 一 方グリッ サンも海外県 と
い うマ ルチ ニ ー クの特殊な社会状況か ら出発
して , 複数 の言語圏を含むカリブ海地域で共
有されうる世界観 と して の バ ロ ッ クを経由
し ､ 最終的に ｢世界化されたバ ロ ッ ク+ とい
う普遍的な レベルに到達する ｡
バ ロ ッ ク の ｢世界化+ とい う考えは ､ 今日
● ● ■ ●
世界全体が古典主義的な価値観か らバ ロ ック
的な価値観に移行 して い る こ とを示 して い
る ｡ グリ ッサ ンによれば ､ 古典主義は ｢深み
[pr ofondeu r]+ における認識を求めるが ､ バ
ロ ッ クは ｢広が り[e xten sio n]+ を好む ｡ そ し
項代フ ラ ン ス 及び フ ラ ン コ フ ォ ニ ー (仏語圏)における文化社会的変容
て世界の認識は現在, バ ロ ッ ク的 ｢広が り+
の 方向に向か っ て い る ｡ グリ ッ サ ンは言 う｡
｢現代にお ける科学の 諸概念は ､ こ の バ ロ ッ
クの 広が りと出会い ､ それ を確認する ｡ 確か
に科学は ､ 現実はそ の 外観か らは定義で き
ない もの で ､ そ の ｢深み+ にまで 入 り込む必
要が あるの だ と提起して い る が ､ 認識は常
にそ こ に追 い 付けずに い る と い う こ と ､ そ
こ か ら 一 連の 本質的なもの を掴 む こ とがで
きるな どと主張する余地 は もはや ない こ と
を認めて もい る ｡ … それは ､ < 自然>の概念
が ｢広が り+､ 相対化されて い る という こ と
な の だ. [注33]+
とこ ろで ､ こ の新世界 にお い て 象徴的 に
生じ ､ 今日の ｢世界+ を説明しうる に至 っ た
新 しい バ ロ ッ クの 思想は , そ の ま ま多く の
部分が ｢ク レオ ー ル+ の思想に共通する o 多
少の 大胆さ を も っ て断言する な ら , グリ ッ
サン にと っ て｢バ ロ ッ ク+ とは｢ク レオ ー ル+
の言 い換 えで ある と言 う こ とが可能 で あろ
う｡ バ ロ ッ クの ｢広が り+ とはすなわち ､ そ
の 広がりによ っ て他 の諸価値 との ｢関係+ を
結ぶ こ と､ そ してそ の複数 の 価値 間の 関係
性 とそ の 絡み合い の織 り 目の 中に存在する
こ とを表 して い る ｡ グリ ッ サ ンの 提起す る
｢ク レオリザ シオン+ は ､ まさ に こ の ように
｢広がり+｢絡み合う+運動 を指す用語で あ っ
た ｡
『多様なる もの の 詩学ぺの序説』 の 中でグ
リ ッ サン は , こ の ク レオ ー ル とバ ロ ッ･クの
関係性 につ い て 明確 に定義 して い る ｡ ｢ク レ
オリザシオンは常にバ ロ ッ クの 表明である ｡
なぜならバ ロ ッ クは古典主義に対立する も
の だからだ｡ … すなわちバ ロ ッ クの 思想 と
は … す べ て の価値は特殊な価値で ､ そ れは
他の 特殊な価値 と関係 を結ぶ ベ きもの だ と
主張 し ､ それ ゆえある某か の 価値が 正 当性
をもっ て自分 を普遍的な価値 として みな し
たり, 主張 したり ､ 認められた りする こ とは
不可能なの だと主張するも の なの だ｡ … そ
して こ の 意味 におい て ､ あらゆる ク レオリ
ザ シオンほ ､ バ ロ ッ クの 所産 の 一 形態なの
で ある . ‥ ｡ 【注 叫+
元来 ｢ク レオ ー ル+ とは｢そ の土地で生ま
れ た+ とい う意味で あっ た ｡ そ れゆ え ｢ク レ
オ リザ シ オ ン (ク レオ ー ル化)+ とはすな わ
ち広義 には ｢土着化+ を示す ｡ それ ゆえ ｢バ
ロ ッ ク の土着化+ とはすなわち｢バ ロ ッ ク の
ク レオ ー ル 化+ を意味す る の だ と考え られ
る ｡ い ずれ にせ よ こ こ にお い て ､ 新大陸 に
｢土着化 した+ バ ロ ッ クが ｢ク レオ ー ル+ の
価値 と密接 な関係 を結 ぶ こ とは明 らか で あ
ろうo そ して こ の ｢ク レオ ー ル+ と ｢バ ロ ッ
ク+ の 結び つ きは ､ グリ ッ サ ンばか りでな
く ､ カル ペ ンテ ィ エ ー ル にお い て も主張 さ
れて い る ｡
カル ペ ンテ ィ エ ー ル は ､ 新大陸 にお ける
バ ロ ッ ク と ク レオ ー ル の 類縁性 に つ い て ,
次の よう に説明す る｡ ｢ … なぜ ラテ ンアメリ
カがバ ロ ッ ク の 選ばれ た 地 とな っ たの か ?
それは [こ の地 にお ける]あらゆる共生､ あ
らゆる混血が バ ロ ッ ク主義を 引き起 こ した
か らだ｡ ア メ リカの バ ロ ッ ク主義は ､ ｢ク レ
オ ー ル性+ とと もに強化され る ｡ すなわち ､
ア メリカに生き る人間が発展 させて きた意
識 ､ ヨ ー ロ ッ パ 出身の 白人の子孫であれ ､ ア
フ リカ黒人の 子孫で あれ , そ の 土地で生ま
れ たイ ンディ オの 子孫で あれ ､ … 自分を[そ
の起原 とは]別の 存在 ､ ある新しい存在と考
え る意識 , ある共生か ら生まれて ､ 自分 を
｢ク レオ ー ル+ で ある と考 える意識 と とも
に｡ ｢ク レオ - ル+ の精神 とは , 彼の 中です
で に ､ バ ロ ッ ク の精神なのだ ｡ 【注 35]+ この よ
う に ､ カル ペ ンテ ィ エ ー ル にお いて も､ ｢バ
ロ ッ ク+ と ｢ク レオ - ル+ は ､ 密接な関係で
結ばれて い る相互 補完的な概念で ある こ と
が確認で きる ｡ 〔注 36]新大陸の 地にお いて は ,
複数の主体が ｢共生+ し ｢混血+ して きた｡
そ して そ の 中で ､ 自己 をそ の 起原に還元す
るの で は なく ､ この 共生の 中か ら生まれ 出
● ●
た ｢新しい+ ｢別 の+ 存在で ある と感じる感
栄, それがク レオ ー ル の精神で あり､ バ ロ ッ
クの精神である の だ｡
こ の ように ､ 新大陸の 世界観 とい う もの
は , 単 一 の価値観 に収赦 しえない 複数性を
基礎に して おり ､ そ れら は互 い に関係 を結
び合い ､ 新たな別 の 世界観 を作り上 げた｡ そ
して ､ こ の 絡み 合 い なが ら展開す る ｢混血
新しい バ ロ ッ ク の 思想(尾崎)
的+ な世界観を示す語 として ､ ｢ク レオ ー ル+
と ｢バ ロ ッ ク+ の 語は , 代替的で ､ 相互補完
的な語 と して使用されて い た o
われ わ れは これ まで ､ バ ロ ッ ク と フ ラ ン
コ フ ォ ンの 関係 , バ ロ ッ ク と新大陸の 関係 ､
そ して フ ラ ン コ フ ォ ン と新大陸の 結節点 と
して の グリ ッ サ ンの バ ロ ッ クに 関する思想
を概観 してきたが ､ 本論文 の 最後 にい ま い
ちど, グリ ッ サ ンのバ ロ ッ ク論と ｢言語+ と
の 関わ り合 い を確認 した い o グリ ッ サ ンは
確か に フ ラ ンス 語表現 の作家で あるが , そ
の言語観 は ､ ある単 一 言語 に本質的に収赦
され る もの とは程遠い ｡ まず先に確認 した
よ うに ､ グリ ッ サ ンにお い て 重要なの ほ カ
リブ海地 域 に存在 す る い く つ か の 個 別の
｢言語 (ラ ング)+ で はな く ､ そ れ らの 言語が
共有 しう るある ひ とつ の ｢言葉 (ラ ンガ ー
ジ ュ)+ で あ っ た ｡ グリ ッ サンは ､ ある特定
の言語 に対する フ ェ テ ィ シズム 的執着 を完
全に否定す るこ そ して 彼は､ 言語 に関して
｢多言語主義+ を唱え る｡ そ れは複数の言語
を示すばかりで なく ､ 一 言語内の 複数性 も
示 しうる ｡ 『全 一 世界論』 の 中で グリ ッ サン
は次の よう に主張して い る｡ ｢多言語主義は
数の 問題で はない ｡ そ れは想像界 の あり方
の 一 つ なの で ある ｡ 私 の 表現活 動で使 う言
語 にお い て ､ た とえ私が そ の 言語 しか使わ
ない として も ､ 私は もは や単 一 言語的なや
り方で は書か ない ｡ 〔注37〕+ すなわち､ グリッ
サ ンは フ ランス語表現 の 作家で ある と して
も ､ そ の言葉づか い (ランガ ー ジ ュ) は ｢多
言語的+ で あり , なに よりそれ は ､ ク レオ -
ル語の 想像界に多くの もの を依拠 して い る ｡
そ れ ゆえグリ ッ サンの 文学は ､ い わゆる ｢フ
ラ ンコ フ ォ ニ ー + の 運動 とは明確に 一 線 を
画す｡ もしフ ランコ フ ォ ニ ー が , 非フ ランス
地域 に端を発す る運動で は ある と して も ､
｢フ ランス語+ と言う本質的で 唯 一 の 手段や
価値に還元 され る運動である と したなら [ 往
38】
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こ の グリ ッサ ンの言葉のバ ロ ッ ク的側面､
あるい はそ の 多言語性は 口承的なク レオ ー
ル の 語り部の 言葉に多くを負っ て い る ｡ グ
リッ サ ンは言う｡ ｢バ ロ ックは ､ ごく自然 に
口 承 の 秩序 ( ある い は無秩序) か ら生まれ
る｡ それ は ､ ア メリカの 諸地域 にお い て , つ
ね に再開され る混血や ク レオ リザシ オ ンの
美 と出会う … ｡ そ してそれ は ､ 熱帯の 夜に広
が り ､ 堆積 し , 反復され る語 り部の言葉に こ
だまするo 語り部は ､ ク レオ ー ルか ケチ ェ ア
族 ､ あるい はナヴ ァ ホ族か ケイ ジ ャ ンの そ
れだ ｡ アメリ カの 諸地域におい て ､ バ ロ ッ ク
が根付い て い る ｡ 〔注 39]+
グリ ッサ ンの ｢バ ロ ッ ク+ は ､ 旧世界の価
値規範た る古典主義に対立 した ｡ そ れ は ま
た ､ フ ラ ンコ フ ォ ニ ー の ような単 一 言語 を
志向する運動 とも態度 を異に した｡ さ ら に
そ れは ､ 新大陸の 地にお い て 起 こ っ たなん
らか の 本質主義 に還元 され る運動 ､ すなわ
ち黒人性 (ネグリチ ュ ー ド)､ ラテ ン性 (ラ
テ ィ ニ ダ ー ド)､ ク レオ - ル性(ク レオリテ)
の 運動に も背を向ける [注4 0]o グリ ッ サンの
｢バ ロ ッ ク+ はカル ペ ンテ ィ エ ー ル の 思想 と
響きあい なが ら ､ 新大陸の 特殊性の 上 に ､ ひ
とつ の普遍的な世界観を練 り上げる ｡ そ し
てそ の 世界観は ｢ク レオ ー ル+ の 世界観と同
一 の もの となる｡ すなわち､ バ ロ ッ ク化され
た 世界 とい うの は , ク レオ ー ル化 された世
界を意味 して い た｡ そ れは端的に言えば ｢世
界の 単 一 J隆 一 多様性 [1
'
u niti- div e rsiti du
m o nde] を生き る生き方〔注 41】+ なの だ ｡ こ の
ような意味におい て ､ 新大陸の 地には ｢新し
い バ ロ ッ ク - 世界化され るバ ロ ッ ク+ が 根
付い て い る｡
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注3 6:カル ペ ン テ ィ エ ー ル の 当該論文に関して ､ わ
れわれはそ の フ ラン ス語訳を参照して い る の
で , こ こ で は訳語の ま ま｢クレオ ー ル+ とい う
表記 に した が , 原文 で は ｢ クリ オ - リ ョ
(c riollo)+の語が用 い られ て い る｡ フ ラ ンス語
の ｢ ク レオ ー ル+ とス ペ イ ン 語 の ｢クリオ -
リ ョ+を無批判に同 一 視する こ とは確か に危
険であろう ｡ しか しなが ら, カル ペ ン テ ィ エ ー
ル の｢クリオ - リ ョ+ の概念には フランス 語圏
新しいバ ロ ッ ク の 思想(尾崎)
の ｢ク レオ ー ル+の議論に繋がる部分が多くあ
る ｡ こ こ で それを詳述して い る余裕はな い が,
そ の 関連性に関しては , 柳原孝敦 ､『ク レオ ー
ル性 ､ ク リ オ - リ ョ 性､ ラテ ン アメリカ主義/
カル ペ ン テ ィ エ ー ル の実践』in 『法政大学多
摩論集 第1 7巻2号 2 01年3月』 を参照され
た い o ち な みにカル ペ ンテ ィ エ ー ル が当該論
文で｢クリオ - リ ョ( 悼)+の 語を使用する場
合､ そ の 出版が 1 98 1年で ､ フ ラ ンス にお い て
『クレオ ー ル性礼讃』(198 9年)が出版されるよ
り以前の 時期である こ とから , 彼が フ ラ ン ス
語圏にお ける｢ク レオ ー ル性+の議論を念頭に
お いて い るとは考えられな い ｡
注3 7:Edotl ard Gliss ant, Tr alte
'
du to ut- m o 72de/Po e
'
tlqu e
4
,
G al1im ard
,
19 97
,p.26
注3 8:実際グリ ッ サ ン は ､ フ ラ ン コ フ ォ ニ ー 運 動 の ､
フ ラ ン ス語を ｢諸価値の 先験的な担い手+ と
見､ そ の ｢明噺性+ と ｢普遍性+ に依拠しよ
う とする考え方を, 完全に否定するo Glis sa nt,
Po e
'
tiqu edela Relatio n, 前掲書 ,p p.12 6-129参
照
注39: Gliss ant, Traite
'
du to ut- m o nde, 前掲書 ,p.1 16
注 4 0:グリ ッ サ ンと ｢クレオ - ル性 (cr6oliti)+ の
関係につ い ては ､ Glis sant, Po e
'
tiqu edela Rela
-
tio n, 前掲書 ,p.10 3参照
注41: 同書 ,p.94
(おざき ･ ぶ んた 一 橋大学大学院言語社会研究科
博士後期課程)
